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ロスト７１１ミリのふたつ星 公安外事警察の正体

すごいトイレのはなし ぼくの名前はトラしょうがっこうが、 きらいです

旧ソ連製の超小型核爆弾、 通

称 “レベジの核” が、 新潟の

原発付近に持ち込まれた。 核

テロの脅威にさらされた日本政

府は、 国際謀略のエキスパー

トにして伝説のスパイマスター・

冴木治郎に対処を依頼。 その

矢先、 “ロスト７” を名乗る正

体不明の人物から総理官邸に

犯行声明が届く。 冴木は、 核

の行方と “ロスト７” の正体を

つきとめることができるのか。

不器用な青年 ・ 野宮恭一は視

能訓練士として着実に力をつけ

ていた。 ある日、 野宮が喫茶

店で出会ったのは、 世界を立

体的に見ることのできない四歳

の少女・灯だった。 限られた時

間の中で灯の訓練を重ねるう

ち、 野宮はロービジョンの小学

生や糖尿病網膜症の漫画家な

ど、さまざまな悩みを抱えた人々

に出会う。 目に宿る奇跡に向き

合い、野宮が見つけた答えとは。

観光客を装った彼らの集合場

所は東京―。 スパイやテロリ

ストの行動を追尾し、 不正な

情報漏出や破壊活動を防ぐ

「外事警察」。 そこにはどんな

人材が抜擢されるのか。 そし

てどんな職務に従事し、 いか

なる日常を送っているのか。

警視庁公安部外事課ＯＢが明

かすカウンターインテリジェン

スの実態を明らかにする。

毎日行くのにトイレにはなぞが

いっぱい。 穴のむこうはどう

なっているのか。 便器はどん

なふうに進化してきたのか。 オ

フィスビルや野球場でのトイレ

そうじの発見とは……。 「名誉

トイレ診断士」 の資格を持ち、

さまざまなトイレそうじの現場

を経験してきたお笑い芸人の

サトミツさんによる、 深くて楽

しいトイレの話。

大好きなおばあさんと友達同

士として仲良く暮らしていた

猫、 トラ。 しかし阪神 ・ 淡路

大震災の発生でその生活は一

変、 おばあさんがトラを連れて

避難所に入ろうとしても 「ペッ

トは無理だよ」 と断られ、 新し

い飼い主が見つかっても、 ト

ラは元のお家に帰りたくて仕方

ありません。 震災と孤独を乗

り越えた猫の新たな友情と絆

の物語。

小学校一年生のマユは、 もや

もやした気持ちをかかえてい

る。 学校の給食のエビフライ

にはエビがすくないし、 粗暴な

男の子も苦手。 友達は話し相

手になってくれない、 授業も

簡単でつまらない。 「がっこう

がいきたくない」と思ってしまっ

たある日、生活科の授業でしゃ

ぼんだまの国をつくることにな

り…。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

真山 仁 著

佐藤 満春 著

勝丸 円覚 著砥上 裕將 著

宮寺 良平 著
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幌
延
町
に
お
け
る
深
地
層
研
究
施
設

の
着
工
に
伴
い
、
隣
接
し
て
い
る
本
村

が
『
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事

業
』
の
対
象
地
域
と
な
り
、
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
当
該
施
設
を
含
む

発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
公

共
施
設
の
整
備
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
や
産
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

令

和

６

年

度

は

交

付

金

を

利

用

し

て

次

の

事

業

を

実

施

し
、

２
０
５
７
万
５
３
６
８
円
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

▼
猿
払
村
国
民
健
康
保
険
病
院
運
営
事
業　

　

医
療
内
容
の
充
実
や
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
村
民
の
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
こ
の
交
付
金
を
医
師
や
看
護
師
等

の
人
件
費
に
活
用
し
ま
し
た
。

■
総
務
課
財
政
管
財
係

☎
２
‐
３
１
３
１

▼
募
集
概
要

【
地
場
産
品
基
準
】

・
村
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の

・
返
礼
品
の
原
材
料
の
主
要
な
部
分
が

村
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の

・
返
礼
品
の
製
造
、
加
工
等
の
工
程
の

う
ち
、
主
要
な
部
分
を
村
内
で
行
っ
て

い
る
も
の

・
村
内
で
提
供
さ
れ
る
体
験
、
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
こ
と　

な
ど

【
募
集
期
間
】
随
時
受
付

【
申
込
方
法
】

左
記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
２
‐
３
１
３
１

　

昨
年
12
月
25
日
に
て
、
全
て
の
税
金

の
納
付
期
限
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
今

一
度
納
付
状
況
を
確
認
し
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
場
合
は
速
や
か
な
納
付
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

猿
払
村
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
、
感
謝
の

気
持
ち
と
し
て
猿
払
村
の
特
産
品
等
を

返
礼
品
と
し
て
贈
呈
し
、
地
域
の
活
性

化
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に

ご
出
品
い
た
だ
け
る
事
業
者
様
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

　

ご
出
品
い
た
だ
く
返
礼
品
は
、
国
が

定
め
る
地
場
産
品
基
準
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法

が
施
行
さ
れ
、
戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏

名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
５
月
26
日
以
降
に
本
籍
地

の
市
区
町
村
長
か
ら
、
戸
籍
に
記
載
さ

れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
が
通
知
さ
れ
ま

す
。
通
知
の
振
り
仮
名
が
正
し
い
と
き

は
、
届
出
を
し
な
く
て
も
通
知
の
と
お

り
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

 

な
お
、
振
り
仮
名
の
届
出
に
手
数
料

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
出

を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
罰
則
や
罰

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

振
り
仮
名
の
届
出
に
当
た
っ
て
、
法

務
省
や
市
区
町
村
に
金
銭
を
支
払
う
よ

う
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
住
民
課
生
活
環
境
係

☎
２
‐
３
１
３
３

戸
籍
に
振
り
仮
名
が

追
加
さ
れ
ま
す

税
務
係
か
ら

納
期
の
お
知
ら
せ

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
の
ご
報
告

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

提
供
事
業
者
募
集

“人生の土台づくり”健 (検 ) 診を“人生の土台づくり”健 (検 ) 診を

　人には生きていく上で様々な価値観があります。

「仕事が第一」「家族との時間が大切」「趣味が一番」

など。それらの価値観のもと、生活していくための

土台として「健康な身体」が必須になります。また、

「健康な身体」であるかどうかを確認する機会が健

(検)診であることは、みなさんすでにご存じのこ

とと思います。しかし、猿払村で実施している特定

健診の受診率は毎年27％前後で推移しており、北

海道や国と比較して低い状況にあります。健診時の

質問票からは「20歳の時から体重が10㎏増加した

者」の割合が約46％、「30分以上の運動習慣がない

者」の割合が約78％ととても高い割合を示し、心

疾患やがんになる方が多いのも村の特徴です。

　これらのことから健(検)診を受け毎年身体の状

況を確認することは、村民の方々にとって非常に大

切であると考えます。健(検)診を受けることは生

活習慣を振り返る重要な機会にもなり、人生の土台

づくりの第一歩と言えます。

　猿払村では特定健診・基本健診・後期高齢者健診

に加えてがん検診も併せて受けることができます。

健康・健(検)診に関心のある方は保健福祉課まで

ご連絡ください。（TEL：2-2040）

山本 悦子 作

【執筆者】

保健福祉課健康推進係
保健師　中市　拓磨

集団
健診

会場 猿払村保健福祉総合センター

日付 令和７年５月 11 日 ( 日 ) ～ 12 日 ( 月 )

個別
健診

会場
猿払村国民健康保険病院

旭川がん検診センター

日付
令和 7 年 4 月 1 日 ( 火 ) ～

令和 8 年２月 27 日 （金）


